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全
国
に
千
六
百
駅

　
ま
ち
の
駅
は
、
平
成
十
年
に

生
ま
れ
た
取
り
組
み
で
す
。
行

政
・
民
間
を
問
わ
ず
、
無
料
で

ト
イ
レ
と
休
憩
が
出
来
る
「
休

憩
機
能
」、
地
域
の
情
報
を
教

え
る
「
案
内
機
能
」、
出
会
い

と
交
流
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
交

流
機
能
」、
も
て
な
し
の
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
「
連
携
機

能
」
を
兼
ね
た
た
ま
り
場
で
、

現
在
全
国
に
約
千
六
百
駅
が
あ

り
ま
す
。
焼
津
の
ま
ち
の
駅
は

平
成
十
七
年
に
「
焼
津
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
」
が
開
催
し

車
夫
か
ら
夜
鳴
き
そ
ば
屋
に

　
マ
ル
ナ
カ
の
初
代
小お

栗ぐ
り

喜き

一い
ちは
、

明
治
三
十
三
年
四
月
、
浜
松
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
喜
一
は
、
大

正
六
年
、
焼
津
で
人
力
車
の
車

夫
に
な
り
ま
す
。
車
夫
の
仕
事

が
少
な
く
な
る
と
、
大
正
八
年
、

そ
こ
知
り

志
太物

語
夜
に
夜
鳴
き
そ
ば
の
屋
台
を
始

め
、
次
第
に
そ
ば
屋
専
業
に
な
り
、

焼
津
・
藤
枝
地
域
を
営
業
し
て

歩
き
ま
し
た
。

藤
枝
に
店
を
構
え
る

　
昭
和
十
年
、
喜
一
は
、
藤
枝
に

店
を
構
え
ま
す
。
店
名
は
「
マ
ル

ナ
カ
信
濃
軒
」
と
い
い
ま
し
た
が
、

何
時
か
ら
そ
の
店
名
だ
っ
た
の
か

は
不
明
で
す
。
戦
前
は
、
ア
イ
ス

キ
ャ
ン
デ
ー
屋
も
や
っ
て
い
ま
し

た
。

冷
や
し
麺
が
出
来
る

　
冷
や
し
麺
が
誕
生
し
た
の
は
戦

藤
枝
の
元
祖
志
太
系
ラ
ー
メ
ン
店

戦
前
か
ら
温
と
冷
の
メ
ニ
ュ
ー

日
本
そ
ば
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
藤
枝
は
お
茶
の
取
引

が
早
朝
あ
り
、
取
引
終
了
後

に
来
店
す
る
お
客
様
に
あ
わ
せ

て
開
店
時
間
も
次
第
に
早
く
な

り
、
二
代
目
輝
雄
さ
ん
が
昭
和

四
十
五
年
に
現
在
の
場
所
に
新

築
移
転
す
る
と
八
時
半
か
ら
夕

方
ま
で
と
な
り
、
次
第
に
午
後
一

時
半
ま
で
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
ろ
は
常
連
客
の
好
み
に

合
わ
せ
て
、
ス
ー
プ
の
味
や
麺
の

茹
で
加
減
を
変
え
て
対
応
し
て
い

ま
し
た
。

温
冷
セ
ッ
ト
が
誕
生

　
温
冷
セ
ッ
ト
の
形
が
出
来
た
の

は
、
昭
和
五
十
六
年
。
三
代
目

の
孝
昌
さ
ん
の
時
代
に
な
り
、
初

代
か
ら
伝
わ
る
ス
ー
プ
と
茹
で
時

間
を
管
理
し
、
何
時
も
変
わ
ら

ぬ
マ
ル
ナ
カ
の
ラ
ー
メ
ン
を
提
供

す
る
方
式
と
な
り
ま
し
た
。
朝

ラ
ー
の
文
化
が
話
題
と
な
る
と
、

志
太
系
ラ
ー
メ
ン
の
元
祖
と
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
藤
枝
市

志
太
三-

一-

二
四
（
小
嶋
良
之
）

荘
四
郎
が
呼
び
か
け
て
、
自
ら

も
教
員
と
な
っ
て
私
邸
に
公
立
小

学
校
「
育
生
舎
」
を
開
校
し
た

の
で
す
。
明
治
十
四
年
に
は
近

隣
地
に
新
築
移
転
し
、
百
五
十

人
が
就
学
、
月
謝
は
一
銭
五
厘

で
し
た
。
同
十
九
年
に
尋
常

小
学
青
島
学
校
と
な
り
、
同

二
十
三
年
の
市
町
村
制
施
行
で

青
島
村
が
誕
生
し
、
青
島
尋

常
小
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

案
内
板
と
碑
は
元
小
沢
邸
・
育

生
舎
の
跡
地
に
建
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
五
年
、
明
治
政
府

は
全
国
に
学
校
を
設
置
す

る
学
制
を
発
布
し
ま
し
た
。

　
青
島
地
区
で
は
、
明
治

七
年
に
上
青
島
村
、
下
青

島
村
、
内
瀬
戸
村
、
瀬
戸

新
屋
村
、
久
兵
衛
市
右
衛

門
請
新
田
村
の
五
ケ
村
に

上
青
島
村
の
戸
長
、
小
沢

た
福
岡
県
庁
職
員
の
手
嶋
隆
行

講
師
に
よ
る
「
ま
ち
の
駅
講

座
」
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
平

成
十
年
に
三
十
五
駅
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

焼
津
で
の
取
り
組
み

　
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
取
り
組

み
の
他
に
、
市
内
の
ま
ち
づ

く
り
関
連
の
十
の
団
体
に
よ

る
「
ま
ち
の
駅
バ
ス
ツ
ア
ー
」

を 

行
い
、
焼
津
小
泉
八
雲
記
念

館
、
焼
津
天
文
科
学
館
や
魚
加

工
場
の
実
演
見
学
な
ど
焼
津
ま

ち
の
駅
六
駅
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
八
年

に
は
十 

周
年
を
迎
え
た
こ
と
を

記
念
し
て
「
偉
人
を
偲
ん
で
ま

ち
め
ぐ
り
」
と
い
う
冊
子
を
発

刊
。
市
内
の
全
学
校
や
図
書
館
、

公
民
館
な
ど
に
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
十
名
の
偉
人
を
辿
り
な
が

ら
ま
ち
歩
き
を
進
め
る
冊
子
は
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
駅
全
国
大
会
開
催

　
来
る
十
月
四
日
・
五
日
に
焼

津
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
ま
ち

の
駅
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
ち
ょ
っ

く
ら
寄
ら
ざ
ー
ま
ち
の
駅
」
と

し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
百
五
十

位
の
駅
が
集
合
し
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、「
漁
業
の
ま
ち
焼
津

の
礎
」
と
題
し
た
講
演
や
着
地

型
観
光
な
ど
、
四
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
の
意
見
交
換
、
交

流
会
で
は
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ

ョ
ー
と
と
も
に
焼
津
の
幸
を
堪

能
し
て
頂
き
ま
す
。
翌
五
日
は
、

体
験
乗
船
や
産
業
体
験
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
全
国
大
会

を
き
っ
か
り
に
ま
ち
の
駅
の
さ

ら
な
る
連
携
と
発
展
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

前
。
夏
に
は
暑
く
て
食
べ
ら
れ
な

い
と
常
連
客
か
ら
い
わ
れ
て
、
水

で
洗
っ
た
麺
を
冷
や
し
た
ス
ー
プ

に
入
れ
て
出
し
た
の
が
最
初
で
す
。

そ
の
後
、
試
行
錯
誤
し
て
酢
の
入

っ
て
い
な
い
甘
口
の
冷
や
し
ラ
ー

メ
ン
を
考
案
し
ま
し
た
。
昭
和

三
十
年
代
初
め
に
は
、
冷
や
し

は
ガ
ラ
ス
の
器
に
入
っ
て
い
ま
し

た
。
昭
和
三
十
五
年
頃
ま
で
は

▲現在の店舗

▲初代　小栗喜一

▲二代　小栗輝雄

▲昭和45年の店舗

▲昭和時代の岡持ち

▲中華そばの温と冷

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

上
青
島
・
育
生
舎
跡

志
太
新
名
物
探
訪

ま
ち
の
駅
全
国
大
会
開
催

十
月
四
日
・
五
日
に
焼
津
に
て

創
業
百
年
マ
ル
ナ
カ

関  

幸ゆ

き

彦ひ

こ

ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
焼
津

会
長
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鰹
の
水
揚
げ

全
国
一
を
誇
る
焼
津
。

そ
の
焼
津
で
鰹
を

贅
沢
に
使
っ
た
、

参
加
店
自
慢
の
料
理

「
焼
津
鰹
三
昧
」を

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ぜひ、ご応募ください!

総額100万円分の

抽選で100名様に当たる!
焼津グルメが

焼津の“うまい”を
当てよう!

ハズレてもWチャンス!
10名様にサッポロビール黒

ラベル1ケース（350㎖×
24缶）プレゼント!

協賛：サッポロビール
　　  静岡工場

YAIZU KATSUO FOREVER!

※写真は鰹三昧丼

中港 金寿し本店

鰹三昧丼 or
鰹三昧にぎり寿司
1,000円/2,000円/
3,000円  

提供時間／12:00～14:00
               17:00～19:00

※お値段の違いについては
　ご来店時にご確認ください。

●営業時間／11:00～14:00、17:00～20:30 ●定休日／毎週水曜日 ●予約／前日予約のみ 
●住所／焼津市中港4-1-12 ●TEL／054-627-0933

地魚定
・カツオタタキ
・握り（10貫）
・カツオニンニク漬
・カツオ本枯節のお味噌汁
2,000円

●営業時間／11:00～21:00 ●定休日／木曜日 ●予約／不要 ●住所／焼津市中港2-4-18
●TEL／054-620-9933

中国（チャイナ）パレス

鰹と季節の野菜の
黒酢ソース炒め
1,000円

提供時間／11:30～14:30
               17:45～21:00

●営業時間／11:00～14:30、17:45～21:00 ●定休日／火曜日 ●予約／予約歓迎
●住所／焼津市祢宜島573-5 ●TEL／054-624-9222

鰹生、炙り、づけ三種の味が楽しめます。

当店大人気の黒酢スブタを豚肉から
鰹バージョンに仕立てました。

焼津さかな工房

・かつおたたき丼
・自家製のかつおコロッケ
・かつおのへそフライ
1,000円

提供時間／7:30～19:30

●営業時間／7:30～20:00 ●定休日／年中無休 ●予約／不要 ●住所／焼津市石脇上96－1
東名日本坂PA(上り) ●TEL／054-620-8161

かつおの味わいをこの一膳で。

鮮度抜群の鰹をお出しします。

旬魚屋 魚いち
・かつお丼
・へその味噌煮
・なまり節サラダ
・味噌汁
1,000円

提供時間／
10：00～17：00

提供時間／
11：00～15：00

●営業時間／11:00～13:30（夜は不定期にて営業） ●定休日／月曜日（月曜日が祝日の場合、
火曜日） ●予約／先着順 ●住所／焼津市栄町4-3-3 ●TEL／054-628-3662

海鮮居酒屋 なみ花
・鰹のお造り  ・鰹めし
・鰹だしのみそ汁
・つけもの ・小鉢
・フルーツ 1,000円

提供時間／
11:30～13:30
17:00～21:00

●夜のメニューは「鰹の刺身と炙り鰹の二品盛り（780円）」「炙り鰹のサラダ（650円）」をご提供。 ●営業時間／11:30～
13:30、17:00～21:00 ●定休日／水曜日 ●予約／予約歓迎 ●住所／焼津市本町2-3-13 ●TEL／054-627-7387

戻りカツオと天然南まぐろ
中トロとの食べくらべ

（生利サラダとカツオのへそ付）

2,000円

●営業時間／9：00～16：30 ※良質な鰹が入荷しない時は実施いたしません。 ●定休日／水曜日または木曜日
さかなセンター休業日 ●予約／不要 ●住所／焼津市八楠4-13-7（焼津さかなセンター内）●TEL／054-629-5133

日本一の水揚げがある焼津港の秋の戻り鰹を
お楽しみください。

鰹めし、鰹刺身、炙り鰹のカルパッチョなど、
鰹づくしのメニューをお楽しみください。

料亭「美咲」
・前菜（鰹小鉢三種盛）
・お造り（鰹のお造り7貫盛）
・焼物（鰹ステーキ）
・汁物（鰹のつみれ土瓶蒸し）
・御飯 ・香の物
・デザート

3,000円

●営業時間／11:30～14:00 (L.O.13：30) ●定休日／無し ●予約／前日予約のみ（前日19
時まで） ●住所／焼津市浜当目海岸通り星が丘 ●TEL／054-628-3131

特におすすめは「鰹ステーキ」。
ミディアムレアに仕上げた逸品です。

湊のやど 汀家
・カツオグラタン ・漬けカツオ
・塩辛入りポテトサラダ
・カツオ香味揚げ
・茄子煮浸しなまり節あんかけ
・カツオ出汁椀
・デザート 2,000円

提供時間／
11:30～13：30

提供時間／
11：30～14：00

●営業時間／11:30～14:00（L.O.13:00）●定休日／土、日、祝日 ●予約／前日予約のみ ●
住所／焼津市本町1-14-2 ●TEL／054-628-3155

旬の戻り鰹を使った御料理をどうぞお楽しみください。

ホテルアンビア
松風閣 

さかな大食堂 渚
（焼津さかなセンター）
・かつおタタキの握り寿司
・かつおの土佐酢和え
・かつおの刺身 ・かつおコロッケ
・茶そば
・ごはん ・漬物
・カニ汁飲み放題

1,000円

●営業時間／平日11：00～15：00、土日祝10：30～16：00 ●定休日／無休 ●予約／不要
●住所／焼津市八楠４-１３-７（焼津さかなセンター内） ●TEL／054-628-1137

鰹を色々な味で楽しめるこの時期だけの創作メニューです。
鰹好きには是非食べて頂きたいおすすめのセットです。

脂ののったカツオと南まぐろの中トロを
食べくらべてみませんか？

まぐろ海鮮丼
さんすい１号店

（焼津さかなセンター）

鰹の握り寿司
2,000円

回転寿司 まぐろ一本
（焼津さかなセンター）

●営業時間／9：00～17：00 ※良質な鰹が入荷しない時は実施いたしません。 ●定休日／不定休 ●予約
／先着順  ●住所／焼津市八楠４-１３-７（さかなセンターレッド通り） ●TEL／054-629-3375

市場で吟味した新鮮な旬鰹をご提供！
提供時間／
10：00～17：00

まぐろ海鮮丼
さんすい２号店

（焼津さかなセンター）

鰹・ウニ・いくら丼
2,000円

2,000円

●営業時間／9：00～17：00 ※良質な鰹が入荷しない時は実施いたしません。 ●定休日／不定休 ●予約
／先着順  ●住所／焼津市八楠４-１３-７（さかなセンターブルー通り） ●TEL／054-625-8873

市場で厳選した新鮮な鰹を使用した贅沢海鮮丼です！

色々なかつおの味がたのしめます。

寿司実
鰹にぎりセット
・鰹にぎり ・鰹タタキ
・もずく酢 ・赤だし
・デザート

●営業時間／17:00～22:00 ●定休日／水曜日 ●予約／予約歓迎 ●住所／焼津市三和
1167-2 ●TEL／054-624-3030

焼津で水揚げされたカツオをお寿司やタタキにし
セットメニューにしました。

ととや新兵衛

カツオのレア
ステーキ（カツオ１節）
1,000円

●営業時間／月～木 11：00～15：00のみ、金土日 11：00～15：00、17：00～21：00 ●定休日／水曜
日 ●予約／不要 ●住所／焼津市鰯ヶ島136-26 うみえーる 2F ●TEL／054-629-3551

鮮度の良い一本釣りのかつおを豪快に
目の前のコンロで焼いて召し上がれます！

※ご飯はつきません

焼津 たち吉
・お造り鰹（皮付き、皮無し）
・鰹味噌柚庵焼、だし巻玉子、酢茗荷
・鰹へそ味噌煮
・鰹茶漬け ・香の物
・水菓子、抹茶アイスクリーム

3,000円

●営業時間／11：30～22：00 ●定休日／月曜日（※祭日は営業） ●予約／前日予約のみ
●住所／焼津市焼津4-6-21 ●TEL／054-627-5771

（ランチのみ）
20食

1日
限定

※表示価格は全品税込価格です。
※入荷状況等により品切れの場合はご容赦ください。
　詳しくは掲載店舗にお問い合わせください。

提供時間／
18:00～23:00

Y A I Z U
KATSUO
ZANMAI

For KATSUO LOVER
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YA IZU KATSUO ZANMAI

▲ ▲  詳しくは、焼津ぐるめぐりホームページをご覧ください。

ya i zu-gurumegur i . com/

▲ ▲  詳しくは、焼津ぐるめぐりホームページをご覧ください。

ya i zu-gurumegur i . com/

【 

二
〇
一九
・
秋 

】

～

2019.

9／28◆土

11／17◆日

（ランチのみ）
20食

1日
限定

10食
1日限定

20食
1日限定

15食
1日限定

15食
1日限定

15食
1日限定

なくなり
次第終了

なくなり
次第終了

10食
1日限定

レストラン ベリーノ
・カツオカルパッチョ
・カツオのガーリックトースト
・カツオカツレツタルタル仕立て
・デザート ・ドリンク
2,500円

 ●営業時間／11:00～23:00 ●定休日／火曜日 ●予約／前日予約のみ ●住所／焼津市道原
12-2 ●TEL／054-639-5225

カツオをイタリアンベースの調理法で様々な料理に
仕上げたコースでお待ちしております。

夜のみの
ご提供です

夜のみの
ご提供です

2019katsuo_むるぶ掲載_0918下版用.pdf   1   2019/09/18   13:16

採用プロモーション
セミナー

中小企業は超売り手市場にどう向き合うべきか。「理念の
共有」が「採用力」アップになり、理念策定から社員を巻き
込むことで、組織力強化につなげます。

昨年度参加数130名、満足度95.1％となった冬期インターンシップを中心に、
会社が大事にしたい“理念”や学生目線で魅力を伝える自社の取組みを紹介。
理念共有型採用活動で生まれた変化をお伝えします。

「理念共有型の採用戦略の狙い」（約40分）

杉山  大二郎氏（作家）  

「学生の実態を知り、自社の魅力の伝え方を知る」（約40分）

鈴木  聖子（ ）  株式会社 共立アイコム 執行役員人事部長
特定社会保険労務士・２級キャリアコンサルティング技能士

新卒採用・自社プロモーションセミナー 静岡2021新
卒
採
用
で

お
悩
み
の

採
用
責
任
者
様
へ
！

今や学生の7割が１人平均３社参加しているというインターンシップ。就職活動を意識した
傾向が鮮明になっており、企業においても、新卒採用活動の重要なツールとなっています。
今回は当社が取組む「理念共有型採用活動」とその中でも学生満足度95.1％のインター
シップをこの場限りで公開。この機会をお見逃しなく！

すぎやま だいじろう

すずき きよこ

主催　株式会社 共立アイコム

左記の問合せ先にお電話にて、お申し込みください。

共立アイコムの理念共有型採用プロモーション活動（約60分）第2部

第1部

・共立アイコム インターンシップ体験　・リクルート専用 WEB サイト　
・動画による会社案内　・新卒者向けリクルート冊子　

※1企業2名様までで
お願いいたします。 

※定員に達し次第
締め切らせていただきます。

藤枝会場

静岡会場

2019年10月11日（金）14：00～16：30
［受付13：45～］

2019年10月9日（水）14：00～16：30
［受付13：45～］

BiVi 藤枝 1F 藤枝市産学官連携推進センター内
藤枝市前島１丁目７番10号

静岡商工会議所 ４F 401号室 静岡市葵区黒金町20‐8

参 加 費

申　　込

2019年10月2日（水） 応募締切

セ
ミ
ナ
ー
内
容

無 料  各会場 先着30名様 

必見！
セミナー参加者特典！
共立アイコムの
インターンシップを再現！

無料
体験

参加者満足度95.1%

理念共有型【インターンシップ編】
参加費
無料

好評につき
第7弾

お問合せ 株式会社 共立アイコム 静岡営業部 TEL.054-635-4652

昔、島田に嫁いできた花嫁が、晴れ着姿で大井神社に
お参りし、晴れ着のまま町を歩いて披露する習慣があり
ました。見世物になるのは気の毒だと、代わりに大奴が
木太刀に帯を飾り、町を歩いて披露する形になりました。
島田の帯祭は、日本三奇祭としても知られています。

江戸時代、青山八幡宮大祭の最終日に田中城内での屋
台の曳き回しが、明治になり、飽波神社の大祭に移行し、
現在の藤枝大祭りとなりました。屋台で長唄、三味線、
囃し方が生演奏し、一台の屋台で 100 人規模の地踊り
が１４町あり、長唄地踊りでは日本一とされています。

前夜祭「長唄の夕
べ」では、東京で
名を馳せた日本を
代表する各流派の
家元・名取による
唄・三味線・お囃
子の素晴らしい名演
を楽しめます。

前 夜 祭 　 長 唄 の 夕 べ
十万石の格式
の大名行列で
す。 第 七 街 が
担当しています。
1996 年に静岡
県無形民俗文
化財に指定され
ました。

大 名 行 列

む る ぶ 見 所 解 説

女神様の神輿は
重さ約 400 キ
ロ。16 人の若
者が担ぎ、大井
神社から御旅所
まで静かに歩き
ます。

神 輿 渡 御（ み こし とぎょ ）

江戸時代の延
宝年間に島田に
疫病が流行した
ため、大井神社
の境内に春日神
社を建立し、疫
病退散を祈願し
た踊りです。

鹿 島 踊

大奴は神輿渡御
の警護役、大
名行列の花形で
す。山伏姿に奴
まげで、左右に
木太刀を突き出
し、柄に丸帯を
掛けます。

大 奴
祭りの「動」の
主役です。赤い
房と頭の部分を
矛（ほこ）といい、
悪鬼を倒し、平
和をもたらすもの
といわれます。

大 鳥 毛（ お お とりげ ）

東西一流の芸人
による演奏に、
屋台の舞台での
｢上踊り｣ と地上
での ｢地踊り｣
です。5 台の屋
台が三日三晩競
い合います。

長 唄 屋 台 踊 り
唄方のしぶい声
と見事な節回し
の歌の中、大
勢のお供を従え
てかわいいお殿
様が馬に揺られ
ていきます。

お 殿 様

前夜祭「長唄の宴」
では、長唄囃子愛
好家有志による操り
三番叟を皮切りに
１０の地区の長唄
が披露され、八代
目芳村伊十郎も登
場します。

前 夜 祭 　 長 唄 の 宴
各町は、必ず飽
波神社で奉納踊
りを披露します。
奉納時間が決
まっているので、
全町の披露を見
ることができます。

神 社 奉 納

各町では、持ち
曲 が 5 ～ 6 曲
あり、十八番と
する曲を持って
います。同じ曲で
も町内により振
り付けの違いが
楽しめます。

地 踊 り
芳村伊十郎が
参加する左車区
と下伝馬区の 2
つの区で、少女
が屋台の上で踊
る上踊りが披露
されます。

上 踊 り

14 町から繰り
出す屋台。それ
ぞれ町印、法
被、扇子、提灯
に趣向を凝らし、
地踊りも各町の
十八番が見られ
ます。

各 町 の 屋 台
最終日には夕方
4時から9時頃
まですべての町
内が 20 分ずつ
長唄を含めた 2
曲の地踊りを披
露します。

本 部 前 地 踊 り

本部前の交差
点で屋台の回転
が披露されます。
太くて長い梃子
（てこ）棒を使っ
て、回転する屋
台は勇壮です。

屋 台 回 転
神社奉納で屋台
が鳥居をくぐり
ぬけます。境内
で方向転換する
ために、屋台の
下に砲丸を据え
て、回転させます。

砲 丸 廻 し

島田大祭藤枝大祭り
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人
生
百
年
時
代

生
涯
現
役
が

叫
ば
れ
る
中

人
生
と
は
何
の
た
め
に

存
在
し
て
い
る
の
か

楽
し
く
面
白
い
人
生
を

過
し
て
い
く
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
自じ

奮ふ
ん

自じ

励れ
い

」

そ
し
て「
心
の
栄
養
」

　
小
川
港
で
の
秋
の
風
物
詩
と
い

え
ば
、「
さ
ば
祭
り
」
で
す
。
さ

ば
の
魚
食
普
及
と
消
費
拡
大
に
つ

な
げ
る
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
祭
り
の
最
大
の
楽
し
み
は
、

何
と
い
っ
て
も
、
さ
ば
炭
火
焼
き
の
無
料
試
食
会

で
す
。
一
万
食
の
さ
ば
が
炭
火
の
コ
ン
ロ
で
ず
ら
っ

と
焼
か
れ
て
い
る
様

子
と
立
ち
並
ん
で
焼

け
る
の
を
待
っ
て
い

る
来
場
者
の
風
景
は

圧
巻
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
焼
か
れ

る
の
を
待
っ
て
い
る

さ
ば
た
ち
の
姿
が
ま

ぶ
し
い
写
真
で
す
。

人
生
の
師
・
石
橋
正
二
郎

　
今
年
で
九
十
歳
に
な
り
、
そ
の
卒
寿
記
念

出
版
が
、「
見
・
聞
・
録
に
よ
る
石
橋
正
二

郎
伝
」
で
す
。
石
橋
正
二
郎
は
、
ブ
リ
ジ
ス

ト
ン
の
創
業
者
で
私
自
身
の
人
生
の
師
で
も
あ

り
ま
す
。
若
い
頃
、
石
橋
正
二
郎
の
補
佐
的

な
役
割
を
十
年
間
務
め
、
社
史
の
作
成
に
も

関
わ
り
ま
し
た
。
昨
年
、
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
が

品
質
管
理
の
世
界
最
高
賞
と
い
わ
れ
る
デ
ミ

ン
グ
賞
受
賞
五
十
周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
、

私
が
基
調
講
演
で
、
石
橋
正
二
郎
の
事
業
家

と
し
て
の
歴
史
を
お
話
し
し
た
と
こ
ろ
、
是

非
、
伝
記
を
と
い
う
話
に
な
り
、
出
版
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
伝
記
を
通
じ
て
読

者
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
や
行
動
を
考
え
る
上

で
参
考
に
し
、
自
問
自
答
出
来
る
よ
う
に
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
的
に
ま
と
め
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
の
要
件
は
「
自
奮
自
励
」

　
石
橋
正
二
郎
か
ら
学
ん
だ
の
は
、「
自
奮
自

励
」。
い
か
な
る
場
合
に
も
、
部
下
の
意
見
を

よ
く
聞
き
、
公
平
に
採
決
し
て
部
下
が
働
く

意
欲
を
燃
や
す
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と
。
社

員
全
体
が
進
ん
で
自
奮
自
励
、
何
事
も
自
分

の
た
め
と
思
い
な
が
ら
働
い
て
こ
そ
、
仕
事
の

能
率
も
上
が
り
、
改
良
改
善
も
進
み
、
会
社

全
体
が
発
展
し
、
社
会
に
も
貢
献
出
来
て
い

く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
れ
は
、
私
自
身
の

人
生
の
指
標
に
も
静
岡
産
業
大
学
を
運
営
し

て
い
く
指
標
と
も
な
り
ま
し
た
。

人
生
は
、
楽
し
く
、
面
白
く

　
人
生
百
年
時
代
。
生
涯
現
役
で
、
面
白
く
、

楽
し
く
生
き
る
が
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
何
事

も
面
白
い
と
思
っ
て
取
り
組
め
ば
、
効
率
も
良

く
な
り
、
成
果
も
出
て
く
る
も
の
で
す
。
私
は
、

現
在
、
百
五
歳
ま
で
の
人
生
計
画
を
立
て
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
近
、
取
り
組
み
始

め
た
の
が
「
心
の
栄
養
学
」
で
す
。
身
体
の

栄
養
学
と
同
様
に
心
の
栄
養
学
が
出
来
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
良
い
音
、
良
い
言
葉
、

良
い
色
、
笑
い
な
ど
、
心
の
栄
養
と
な
る
も
の

は
何
な
の
か
を
こ
れ
か
ら
追
及
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

志太の歳時記志太の心風景

小
川
港
の
さ
ば
祭
り

ま
ち
達
人

の

日
本
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
に
も
十
月
一
日
は

コ
ー
ヒ
ー
の
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
世
界
最
大
約
三
割
の
生
産
量
を
誇
る

ブ
ラ
ジ
ル
が
九
月
に
収
穫
を
終
え
、
十
月
か
ら

新
年
度
が
始
ま
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

新
コ
ー
ヒ
ー
の
秋
の
到
来
で
す
。

静
岡
産
業
大
学
総
合
研
究
所
長

大
坪
　
檀ま

ゆ
み

人
生
は

楽
し
く

面
白
く

幸
福
を

実
感
す
る
所

十
月
一
日
は
コ
ー
ヒ
ー
の
日
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香川元太郎画（藤枝市郷土博物館写真提供）

● 

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
・
秋
祭
り
情
報 
５

●
お
す
す
め
ラ
ン
チ
の
お
店 

４

●
紅
葉
の
お
勧
め
場
所
・
も
み
じ
狩
り 

４

●
ラ
ー
メ
ン
店
・
朝
ラ
ー 

３

●
地
元
の
秋
の
行
楽
地 

２

●
き
の
こ
特
集 

２

●
志
太
地
区
の
イ
ベ
ン
ト 

２

●
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
・
キ
ャ
ン
プ 

２

●
藤
枝
・
焼
津
の
美
味
し
い
パ
ス
タ
屋
さ
ん 

２

●
断
遮
離
〜
不
用
品
を
引
き
取
り
場
所 

２

● 

新
聞
に
の
ら
な
い
地
元
の
事
件
簿
、
必
ず
読

み
ま
す
が
、
な
く
な
る
日
が
く
れ
ば
と
い
つ

も
思
い
ま
す
。

●
県
外
出
身
者
の
た
め
、
地
元
の
人
が
当
た
り

前
に
知
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

●
い
つ
も
カ
レ
ン
ダ
ー
を
切
り
取
っ
て
使
っ
て

い
ま
す
。

●
表
紙
の
お
店
特
集
は
毎
回
楽
し
み
に
し
て
ま

す
。
近
く
に
あ
る
と
行
く
楽
し
み
が
で
き
て

仕
事
も
頑
張
れ
そ
う
で
す!

●
藤
枝
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
大
変
興
味
を
そ
そ
ら

れ
た
の
で
、
焼
津
版
も
や
っ
て
欲
し
い
で
す

●
毎
月
、
小
さ
な
お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
等
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
て
も
見
や
す
く
参
考
に
な
り
ま
す
。
歳
を

と
る
と
な
か
な
か
出
掛
け
る
の
も
面
倒
な
ん

で
す
が
『
む
る
ぶ
』
を
見
る
と
情
報
も
あ
り

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

●
読
む
の
が
楽
し
い
の
で
も
っ
と
ペ
ー
ジ
が
あ

る
と
嬉
し
い
。

●
む
る
ぶ
は
大
好
き
で
、
い
つ
も
新
聞
は
片
付

け
て
も 

む
る
ぶ
は
別
に
し
て
家
族
皆
で
見
て

い
ま
す
。

●
幅
広
い
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
雑
学
と
し

て
重
宝
で
す
。
役
立
つ
記
事
は
切
り
抜
い
て

い
ま
す
。

●
い
つ
も
む
る
ぶ
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
私
の
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

登
場
し
て
き
て
、
前
進
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
食
べ
て
み
た
い
物
を
選
ぶ
の
が
困
難
な
位
、

ど
れ
も
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。

行
き
た
い
花
火
大
会
は
？

ご
意
見
・
ご
感
想

９９
月
号
月
号
読
者
の
声
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今回の「みちゆかし」は、【古道で出会うおもしろきこと】をテーマに、藤枝・静岡・島田をフィールドに東海道で育まれ
た文化を現代風に切りとり、「楽しい」に満ちた１５個のプログラムが開催されています。すでに終了したプログラムや満
員となったものもあり、ここでは、まだ参加可能なプログラムをご紹介します。印刷直前に満員になってしまったものには

「満員」マークを付けましたが、発行直前に受付終了となってしまうものもありますので、ご了解ください。「みちゆかし」
で検索すれば、ホームページから詳細な情報と申し込みができるようになっています。（資料提供／藤枝市街道・文化課）

みちゆかしへの参加申し込みは、事前の申し込みが必要です。パンフレットと Web
サイトに掲載されている電話番号とみちゆかしの公式 Web サイトから会員登録後、
各プログラムの予約フォームから申し込めます。受け付けは先着順となっています。
公式 Web サイト　https://shizuoka-onpaku.jp/fujieda-michiyukashi/

お申し込み方法

みちゆかし
古道で出会うおもしろきこと

まち歩きの案内人たちによるトーク

セッションとそれぞれのまち歩き比べ

を体感する講座です。

マッチアップトークセッション
街道筋を歩いて楽しむまち歩き講座

11月2日土

案内人 増田あきら　他 4 人

開催日

白子ノ劇場
1,500円

文化

江戸時代の人気ゲーム「絵双六」

に描かれた宿場の茶菓子の文化を

学び、茶と菓子を楽しみます。

江戸時代のゲーム「絵双六」でめぐる
東海道宿場の茶菓子と茶

10月27日日

案内人 吉野亜湖

開催日

島田・魚一
2,000円

文化

藤枝宿に伝わる様々な伝説や昔話、

人々に語り継がれている逸話などの

都市伝説の地を巡ります。

今昔の藤枝宿の都市伝説を歩く

10月12日土

案内人 小嶋良之

開催日

藤枝市生涯学習センター
1,500円

神社のしめ縄についている紙
し

垂
で

のお

話と２人の美術家による和紙を使っ

たワークショップです。

大井神社で紙の芸術体験
神社と紙の繋がり

10月24日木

案内人 片川徹  羽根田英世  清水陽介

開催日

島田・大井神社
1,700円

芸術

創造力を刺激するお寺空間で、自然

にあるものを使った作品作りを親子

の遊び力で楽しみます。

親子の創造力を刺激する
遊びデザインワークショップ

10月26日土

案内人 池ヶ谷知宏　武山一堂

開催日

静岡・秘在寺

芸術

光泰寺にある木喰仏・聖徳太子像

を拝観見学後、柏屋で、木喰仏の

レリーフを制作します。

木喰仏レリーフ作り
木喰仏の造形を辿る

10月22日火㊗

案内人 遠藤真知子　岡部町観光ボランティアの会

開催日

岡部宿大旅籠柏屋
2,500円

芸術

金属性のお椀状の仏具シンギングボ

ウル (りん ) の演奏と幻想的な映像

とのコラボを楽しみます。

―夜会―
了善寺とシンギングボウル演奏 × ＶＪ

10月19日土

案内人 岡田恭順　さえ　他

開催日

了善寺
2,000円 子ども 500円

芸術

「和」と「輪」をテーマに落語家の

噺とお坊さんの説法を同じ高座で披

露し、競い合います。

高座バトル
落語×説法

11月24日日

案内人 「高座バトルｉｎ静岡」実行委員会

開催日

大慶寺
2,500円

文化

岡部宿内野本陣史跡広場での早朝ヨガ体

験と人気の甘酒スムージーでリフレッシュ。

史跡広場で朝ヨガ体験
悠久の歴史と心をつなぐ朝のひととき藤枝宿とお寺に潜む埋蔵地域遺産を発掘

10月20日日
11月9日土

案内人 寺島祥子

開催日

岡部宿大旅籠柏屋
1,500円

文化

今川氏の拠点、駿河府中の西の入

口を守る丸子城の遺構と周辺の古

刹や歴史スポットを巡ります。

戦国山城入門Ⅲ
丸子城跡編

10月27日日

案内人 NPO 法人静岡市観光ボランティアガイド「駿河ウエイブ」

開催日

静岡・駿府匠宿
1,000円

歴史

戦国時代の山城である朝比奈城跡、

近年発見された上の山城跡などの

山間の秘境を巡ります。

戦国山城入門Ⅳ
朝比奈城跡と上の山城跡編

11月3日日

案内人 静岡古城研究会

開催日

道の駅 玉露の里
800円

歴史

今川義元公ゆかりの藤枝の里と特

別拝観直前の今川家菩提寺「臨済

寺」の見どころなどを

「今川の里探訪」と「臨済寺」の見どころ特別解説
今川家の菩提寺「臨済寺」特別拝観直前企画！

10月6日日

案内人 田尻昭広　海野一徳

開催日

藤枝市郷土博物館
1,400円

歴史

心和む木喰仏めぐり
木喰上人の足跡と微笑みに出会う旅

案内人 池谷圭次

岡部総合案内所
1,300円

歴史

紹介欄の見方

ここでの紹介は、あくまでも企画
の概略となっています。開催日時の
時間は省略してあります。内容も簡
単な概略のみ、案内人も複数人数
の場合、一部の方のみとなっていま
す。詳しい内容や募集人数や留意
点、申し込み先などは、パンフレッ
ト、もしくは、 Web サイトの案内
をご覧ください。
みちゆかし事務局

（藤枝市街道・文
化 課 054-643-
3036）

画アドミュージアム東京蔵

千体以上の仏像を彫り続けた木喰上

人の微笑仏11体と書軸を巡ります。

10月19日土
10月23日水

開催日

文化

満員 満員

満員
満員

満員
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ホームページも
ごらん下さい。 http://honnmachi.com/http://honnmachi.com/

営業時間／AM8:30～PM7:00　定休日／日曜日・祝日
駐車場／隣に4台分、道路を挟んで向かい側に1台ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35

千歳商店街 ☎054-644-5829 旧国道1号線

旧道

杉本モータース
●●市役所南館

●
高
木
種
苗
店

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，参加したいみちゆかしは？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 布袋尊天 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　10月5日㈯
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

マルナカが創業した年は？

　〇〇〇〇（漢字4文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントしま
す。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）

あそび誕生展のご案内
◆幼児絵本「あそび」誕生展のご案内
－9月30日まで　静岡市中央図書館にて開催中－
　昭和23年、静岡で月刊保育絵本「キンダーブック」
の主幹であった倉橋惣三の協力を得て命名された幼
児絵本「あそび」は、当社の創業者である小林治助
が、戦後、教職を辞し、幼児教育から新しい日本の未
来を切り拓こうと創刊したものでした。創刊号は、全
国発送で1万2000部、6年後には6万部を発行するま
でになりました。そうした小林の事績と「あそび」の歩
みを紹介した企画展が、静岡福祉大学図書館の主催
で、9月30日まで、静岡市中央図書館で「幼児絵本『あ
そび』誕生」展として、開催されています。

編集長後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Facebook

　静岡から藤枝を経由して島田にいたる古道を楽しむ
企画、みちゆかしは、地域連携のまち歩き企画として、
注目を集めています。特集で紹介しましたが、早くも満
員になる企画が続出しています。むるぶもお声をかけて
頂きましたので、初参加しました。お陰様で開催は決定
しました。まだ、受付は致しております。（小嶋良之）



10月の休日緊急医

小児科
・

6日（日） 13日（日） 14日（祝） 20日（日） 22日（祝） 27日（日） 6日（日） 13日（日） 14日（祝） 20日（日） 22日（祝） 27日（日）

5

〈小〉小石川町小児科・アレルギー科・
皮ふ科クリニック（小石川町一）
�644･8800

〈内〉青島北クリニック
（瀬古二）
�647･7707

匡ペインクリニック
（駅前一）
�646･7261

〈内・小〉にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

〈内〉吉田クリニック
（大洲四）
�634･0006

〈内〉山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

〈内・小〉藤岡クリニック
（藤岡二）
�641･6288

〈内〉サニーメディカル
クリニック（駅前二）
�641･2052

〈小〉田熊こどもクリニック
（瀬古二）
�647･5225

吉田医院
（焼津市利右衛門）
�622･0108

〈内〉井澤内科クリニック
（本町二）
�644･5566

〈内〉岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311
〈内〉大井医院
（高洲）

�635･2088

たぬま街道整形外科
（大新島）
�634･1110

〈内・小〉三倉医院
（五十海四）
�644･1235

〈小〉すずき小児科医院
（青葉町五）
�636･3360

〈内〉ゆみ内科クリニック
（茶町三）
�641･7700

しまづ整形外科
（高柳二）
�634･0888

〈内〉八木医院
（本郷）

�639･0009

〈内・小〉たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525

〈内〉瀬古クリニック
（瀬古三）
�639･7373

藤枝南クリニック
（前島二）
�634･0210

〈内〉西山クリニック
（平島）

�646･3003

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

〈皮〉奥皮フ科医院
（駅前三）
�646･0934
滝本歯科口腔外科
クリニック（五十海四）
�647･6600

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

小川眼科医院
（本町二）
�641･0160

あきやま歯科クリニック
（小石川町一）
�641･7020

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）

�620･6001
〈泌・皮〉平井医院
（焼津市上泉）
�622･9070
おおいし歯科医院
（立花二）
�645･2251

むらまつファミリークリニック
（藤枝五）
�641･5318

徳田歯科医院
（清里一）
�638･3922

吉田耳鼻咽喉科医院
（焼津市下小田）
�623･1187

はせがわ歯科
（益津下）
�647･2500

藤枝診療所
（高洲）

�635･8749

志太眼科
（益津）

�645･5511

岡歯科医院
（大洲四）
�635･5141


